
 

 

・予算編成の４つの柱 

１．エネルギー価格・物価高騰対策 
                   ―１３３億円【当初２９億円・補正１０４億円】 

  （１）エネルギー価格や物価高騰に対応するため、県内経済を守り、回

復させる施策や県民生活の支援を実施 

２．人口減少に打ち勝つための総合戦略の推進  

                  ―９４５億円【当初８３７億円・補正１０８億円】 

  （１）島根の経済を支えている第１次、第２次、第３次産業の活力を高め

所得を引き上げ、若者の雇用増加を促進 

  （２）若い人達が安心して島根で暮らし続けて、子どもを１人、２人、３人

と生み育てたいと思うことができ、その希望をかなえるための子育

て支援の充実や働きやすい環境の整備を推進 

  （３）人口減少がいち早く進んできた中山間地域・離島と人口が集積し

た都市部が、共存・連携して共に発展する地域づくりを進めるとと

もに、それを支える社会基盤の整備を推進 

  （４）自分たちの生まれ育った地域の価値について子どもの頃から学ぶ

活動やＵターン・Ｉターン支援により、島根に愛着と誇りを持ち、将

来の島根を支える人の増加を促進 

３．生活を支えるサービの充実      

                   ―８１９億円【当初７７６億円・補正４３億円】 

  （１）保健・医療・介護を充実させるとともに、支え合いにより県民一人ひ

とりが生きがいを持って安心して暮らせる地域共生社会づくりを推

進 

  （２）教育の充実やスポーツ・文化芸術の振興などを通じて、県民一人

ひとりが生き生きと心豊かに暮らせる社会づくりを推進 

４．安心安全な県土づくり         

                  ―７９０億円【当初５８８億円・補正２０２億円】 

  （１）土砂災害対策や道路防災対策、河川改修などの国土強靭化対策

や、島根半島震災対策の強化など、災害に強い県土づくり、防災

対策を推進 

  （２）県民の日常生活を支える地域生活交通などの生活基盤の確保

や、暮らしを 取り巻く豊かな環境の保全を推進 

 

 


